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クレジットを創出した小国杉（熊本県小国町）表紙の写真：

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202311.html

webアンケートにご協力をお願いします！
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岸田総理が林業現場を視察

みどりの大使になり９ヵ月

令和２年７月豪雨の傷痕、 ３年がたった今は16 国有林野事業の取組

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは？
　緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和５年は１３の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

受賞者紹介

令和５年 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰

富士通株式会社 沼津工場 （静岡県沼津市）

同工場は、昭和５１年の創業時から「緑あふれるインダストリアルパーク」を目指して桜並木の整備等
工場の緑化を進めるとともに、敷地内の樹林地や茶畑などの多様な緑地を開放し、茶摘みフェスティバル
や自然体験ウォーキング等季節ごとのイベントを開催するなど、多くの地域交流を実践してきました。
　さらに近年では、池や小川からなる「いこいの郷・ビオトープ」を整備し、絶滅が危惧されているミナミ
メダカの育成等に取り組み、小学校の環境学習の場を提供しています。

▲ 工場全景 ▲ 千本松原における保全活動▲ 茶摘みフェスティバル

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
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新しい林業
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　日本の国土の３分の２は森林が占め、これらを適切に整備、保全することは、森林による二酸化炭素吸
収量の確保・強化につながり、２０５０年カーボンニュートラルの実現に貢献します。また、国土の保全、
水源の涵養、生物多様性の保全といった公益的機能を発揮させる上でも重要です。
ＳＤＧｓやＥＳＧ投資への関心が高まる中、企業等が支援等をして行う森林づくりが全国で広がっています。

民間の活力を生かした森林づくりは、森林整備による地球温暖化対策を国民運動として展開する上でも、
豊かな自然を未来に守り伝えるためにも重要です。
　このため、さらに多くの企業等に森林づくりへご参画いただくことを目指して、昨年度から、企業等に
よる森林づくりを顕彰する取組「森林×脱炭素チャレンジ」を行っています。

森林×脱炭素チャレンジ
2023

脱炭素への貢献をはじめ、様々な活動内容から企業等による森林づくりを顕彰

かんよう



今
回
の
応
募
及
び
審
査
の
状
況

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
で
実
現

地
域
の
森
林
づ
く
り
と
脱
炭
素
社
会

和の会 /株式会社 明和不動産 /
株式会社 明和不動産管理 /

小国町（熊本県）/株式会社ＡＴＧＲＥＥＮ

受
賞
者
の
取
組
概
要

　

地
元
不
動
産
企
業
等
、
小
国
町
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
販
売
仲
介
者
と
の
間
で
、Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト

を
活
用
し
た
持
続
的
な
森
林
整
備
の
推
進
に

向
け
た
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
豪
雨
に

よ
り
森
林
作
業
道
に
多
大
な
被
害
が
あ
り
、

町
の
象
徴
と
な
る
小
国
杉
の
森
林
整
備
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
中
、
協
定
の
も
と
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
売
却
益
を
活
用
し
て
、
道
の
復

旧
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
で
、
今
後
の
森
林

整
備
を
促
進
し
、
新
た
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創

出
の
可
能
性
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
間
伐
材
を
用
い
た
ノ
ベ
ル
テ
ィ
品

を
製
作
し
、
資
金
を
提
供
し
て
く
れ
た
会
員

へ
配
布
す
る
こ
と
で
、
森
林
整
備
や
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
も
ら
い
、Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
の
継

続
的
な
協
力
を
促
す
等
、
地
域
の
課
題
解
決

に
向
け
た
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

グランプリ
農林水産大臣賞

森林×脱炭素チャレンジ2023募集内容等

ＣＯ２吸収量 １００ｔーＣＯ２

上：会員企業による植栽
中：復旧した森林作業道
下：ノベルティ品（ティッシュケース）

応募期間：令和５年３月１日～５月３１日
応 募 数：６５件（森林づくり部門：５０件、Ｊ‒クレジット部門：１５件）
審査内容：整備した森林に係るＣＯ２吸収量と取組内容（森林づくり部門）
　　　　　取得した森林由来Ｊ‒クレジット量と活用内容（Ｊ‒クレジット部門）
応募対象：令和３年度及び令和４年度の間に森林整備を行った法人、団体、
　　　　　個人、地方公共団体
　　　　　注：Ｊ‒クレジット部門においては森林由来Ｊ‒クレジットの活用

※グランプリはＪ-クレジット部門から選定されました。

今
回
は
、
昨
年
度
の
応
募
を
上
回
る
65
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て
ご
応
募
い

た
だ
く
企
業
が
多
く
、
昨
年
度
か
ら
は
じ

ま
っ
た
こ
の
「
森
林×
脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
の
取
組
が
、徐
々
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
、
企
業
に
よ
る
森
林
由

来
の
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
顕

彰
す
る
「
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
部
門
」
を
創
設

し
ま
し
た
。

　

森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
が
取
引
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
購
入
側
の
企
業
に
と
っ
て

は
、
事
業
活
動
の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

に
役
立
て
ら
れ
る
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販

売
益
が
森
林
整
備
の
原
資
と
な
っ
て
持
続
的

な
森
林
経
営
に
貢
献
で
き
る
た
め
、「
事
業

の
脱
炭
素
化
」だ
け
で
な
く「
地
域
貢
献
」「
生

物
多
様
性
の
保
全
」
な
ど
の
＋
α
の
価
値
を

訴
求
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

社
会
全
体
で
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
が
図
ら
れ

る
中
で
、Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
引
の
一
層
の

活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
に

よ
る
森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
を

通
じ
た
森
林
整
備
へ
の
支
援
の
拡
大
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

今
回
選
ば
れ
た「
森
林
づ
く
り
部
門
」９
件
、

「
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
部
門
」
４
件
の
受
賞
者
に

つ
い
て
、
取
組
の
概
要
を
以
下
の
と
お
り
ご

紹
介
し
ま
す
。
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全
47
都
道
府
県
に
「
ド
コ
モ
の

森
」
を
開
設
し
、
社
員
に
よ
る
植

林
や
下
刈
り
な
ど
の
取
組
を
実

施
。
ま
た
、
地
域
の
林
業
関
係
者

と
連
携
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
用
い

た
林
業
の
効
率
化
に
向
け
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
。

株式会社 ＮＴＴドコモ

ドコモの森での間伐体験

優秀賞
林野庁長官賞

森林づくり部門

ＣＯ２吸収量 ３ｔーＣＯ２

社
有
林
整
備
を
通
じ
て
生
産

さ
れ
る
木
材
を
活
用
し
て
、
歩

留
ま
り
改
善
に
つ
な
が
る
多
様
な

商
品
を
開
発
。
新
た
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
向
け
て
、
屋

外
家
具
や
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
等
で

の
販
路
を
拡
大
。

越井木材工業 株式会社

屋外用木製家具

ＣＯ２吸収量 １３３ｔーＣＯ２
　

山
形
県
と
協
定
を
結
び
、
県
内

の
森
林
整
備
活
動
を
行
う
「
や
ま

が
た
絆
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
。
間
伐
材
等
を
原
料
と
し
た

土
壌
改
良
剤
を
活
用
し
た
森
林
の

早
期
再
生
を
実
証
。

国土防災技術 株式会社

草木の森での活動

ＣＯ２吸収量 １２ｔーＣＯ２

社
有
林
を
適
正
に
管
理
す
る

と
と
も
に
、
全
国
６
カ
所
で
の

苗
木
生
産
を
通
じ
て
、
各
地
の

再
造
林
の
取
組
に
も
貢
献
。
ま

た
、
独
自
の
技
術
を
生
か
し
た

効
率
的
な
苗
木
生
産
を
実
現
。

住友林業 株式会社

コンテナ苗木のムービングベンチ

ＣＯ２吸収量 ３，１３７ｔーＣＯ２
　

手
入
れ
が
遅
れ
て
い
た
地
元
共

有
林
に
お
い
て
、
建
設
業
で
培
っ

た
技
術
を
活
か
し
て
高
密
度
の
作

業
道
を
開
設
。ま
た
、ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
や
生
活
用
品
な
ど
、
間
伐

材
を
有
効
活
用
し
た
製
品
を
開

発
。

株式会社 志賀郷杜栄

森林作業道の整備

ＣＯ２吸収量 ５５ｔーＣＯ２

森
林
認
証
を
受
け
た
町
有
林

の
整
備
を
通
じ
て
生
産
さ
れ
る

認
証
材
を
用
い
た
校
舎
の
建
築

や
、
未
利
用
材
の
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
な
ど
、
森
林
資
源
を

有
効
活
用
。
ま
た
、
民
間
企
業

と
の
協
働
で
植
樹
祭
を
開
催
。

美深町（北海道）

美深町立仁宇布小中学校

ＣＯ２吸収量 ５４ｔーＣＯ２
　

自
治
体
と
協
定
を
締
結
し
、
全

国
９
カ
所
に
「
Ｊ
Ｔ
の
森
」
を
開

設
。
社
員
や
地
域
住
民
が
交
流
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
各
地
で
開
催

し
、
森
林
整
備
や
木
工
教
室
な
ど

を
実
施
。

日本たばこ産業 株式会社

「ＪＴの森 三好」での植栽作業

ＣＯ２吸収量 ４１３ｔーＣＯ２
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優秀賞
林野庁長官賞

J－クレジット部門

森
林
整
備
を
通
じ
た
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

地
元
の
企
業
・
団
体
と
協
力
し
、

侵
入
竹
の
伐
採
や
植
林
を
実
施
。

伐
採
し
た
竹
は
、
産
官
学
民
連

携
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
土
壌
改

良
な
ど
に
活
用
。

ゆめみヶ丘 岸和田まちづくり協議会

復元した広葉樹の森に棲むフクロウ

ＣＯ２吸収量 ２ｔーＣＯ２
　

県
と
の
協
定
に
基
づ
く
森
林
整

備
へ
の
支
援
や
県
内
の
信
用
金
庫

と
連
携
し
た
植
林
活
動
な
ど
を
実

施
。
ま
た
、
投
融
資
方
針
に
お
い

て
、
違
法
伐
採
が
疑
わ
れ
る
事
業

へ
の
投
融
資
は
行
わ
な
い
こ
と
を

表
明
。

株式会社 山形銀行

スギ人工林での搬出間伐

ＣＯ２吸収量 ４１２ｔーＣＯ２

ア
プ
リ
ユ
ー
ザ
ー
の
環
境
貢

献
度
な
ど
に
応
じ
て
、
北
海
道

４
町
の
町
有
林
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
購
入
す
る
取
組
。
購
入
し
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
運
営
企
業
の

事
業
活
動
で
生
じ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
と
の
オ
フ
セ
ッ
ト
に
活
用
。

株式会社ロイヤリティ マーケティング /北海道森林バイ
オマス吸収量活用推進協議会/
一般社団法人more trees

クレジットを創出した北海道の町有林

ＣＯ２吸収量 １００ｔーＣＯ２

社
有
林
の
整
備
に
よ
り
創
出

し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
継
続
的
に

購
入
し
、
自
動
販
売
機
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
オ
フ
セ
ッ
ト
な
ど
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
森
林
整
備

を
支
援
。

日本コカ・コーラ 株式会社 /
日本製紙 株式会社

日本製紙社有林での合同植樹

ＣＯ２吸収量 １，０００ｔーＣＯ２

　

豊
か
な
森
は
海
も
豊
か
に
す
る

と
の
考
え
の
下
、
１
商
品
に
つ
き

１
円
を
購
入
資
金
に
充
て
る
オ
フ

セ
ッ
ト
商
品
を
販
売
し
て
、
登
米

市
有
林
の
森
林
整
備
に
貢
献
。
市

が
開
催
す
る
植
樹
祭
に
も
社
員
が

参
加
。

株式会社 八葉水産 /登米市（宮城県）/
カルネコ 株式会社

クレジット収益で間伐した登米市の森林

ＣＯ２吸収量 １６３ｔーＣＯ２
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「
森
林×

脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
２
３
」
受
賞
者
に
よ
る
森
林

づ
く
り
の
取
組
内
容
や
そ
の
背
景

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明

し
た
「
受
賞
者
レ
ポ
ー
ト
」
を
林

野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

企業による森林づくりの取組を普及

「
森
林×

脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
２
３
」
に
応
募
い
た
だ
い
た

企
業
等
の
皆
様
に
つ
い
て
は
、
森

林
整
備
へ
の
支
援
等
を
通
じ
て
脱

炭
素
に
貢
献
す
る
「
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ト
ナ
ー
２
０
２
３
」
と
し
て
、
林

野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
応
募
者
名

及
び
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
等
を
公
表
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

２
０
２
３
」
の
皆
様
に
は
、
マ
ー
ク

を
森
林
整
備
に
係
る
取
組
の
Ｐ
Ｒ

に
ご
活
用
い
た

だ
け
ま
す
。

森林づくりを通じて脱炭素に貢献する証
“グリーンパートナー２０２３マーク”

受賞者の取組内容やその背景等を伝える
“受賞者レポート”

　

当
日
は
、
受
賞
企
業
等
の
代
表
者
や
社
員

の
方
々
、
観
覧
の
企
業
・
団
体
の
方
々
な
ど
、

約
２
０
０
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
農
林
水

産
省
か
ら
は
、
鈴
木
農
林
水
産
副
大
臣
が
出

席
し
、
表
彰
状
の
授
与
等
を
行
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
の
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

株
式
会
社
明
和
不
動
産
取
締
役
会

長
の
川
口
様
か
ら
は
、
関
係
者
へ

の
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
取
引
先
、
社
員
な
ど
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
理
解
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
末
永
く
続
く
取
組

に
し
て
い
き
た
い
、
と
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
皆
様
に
は
、
木
製
の

表
彰
状
や
楯
を
贈
呈
し
、
表
彰
式

の
後
に
は
、
受
賞
者
名
と
二
酸
化

炭
素
吸
収
量
を
記
し
た
木
製
銘
板

を
林
野
庁
長
官
室
前
に
掲
示
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
、表
彰
式
に
続
き
、

第
２
回
森
林
づ
く
り
全
国
推
進

会
議
（
事
務
局
：（
公
社
）
国
土
緑
化

推
進
機
構
）
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
、
企
業
に
よ
る
森
林
と
の

関
わ
り
方
と
可
能
性
に
つ
い
て
、

推
進
会
議
の
会
員
と
受
賞
者
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
通
じ
て
、
参
加
者
で
考
え
、
議
論

を
深
め
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

表
彰
式
を
開
催

森林×脱炭素チャレンジの
詳しい情報はこちら

森林づくり全国推進会議の
詳しい情報はこちら

C H E C K

C H E C K

10
月
４
日
、
木
材
会
館
（
東
京
都
江
東
区

新
木
場
）
７
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
森

林×

脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
３
」
の

表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
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山
地
で
発
生
す
る
崩
壊
の
種
類
と

樹
木
の
根
系
が
発
揮
す
る
機
能

森
林
の
根
系
が
持
つ
表
層
崩
壊
防
止
機
能

我
が
国
は
国
土
の
約
３
分
の
２
を
森
林
が
占
め
て
お
り
、
森
林
が
持
つ
多
面
的
な
機
能
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
近
年
は
気
候

変
動
の
影
響
も
あ
り
、
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
山
地
災
害
の
被
害
が
激
甚
化
し
て
い
る
た
め
、
今
回
、
森
林
の
表
層
崩
壊
防
止
機
能

に
着
目
し
、
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
樹
木
の
根
系
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

TOPICS

01
豪
雨
や
地
震
な
ど
に
よ
っ
て
山
の
斜
面
が

崩
れ
る
こ
と
を
「
斜
面
崩
壊
」
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
崩
壊
の
深
さ
や
規
模
に
応
じ

て
「
表
層
崩
壊
」
と
「
深
層
崩
壊
」
の
大
き

く
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

表層崩壊深層崩壊

森
林
の
崩
壊
防
止
機
能
は
、
主
に
根
系
が
土

砂
や
岩
石
を
固
定
す
る
こ
と
で
発
揮
さ
れ
る
た

め
、「
表
層
崩
壊
」
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
、「
表
層
崩
壊
」
を
防
止
す
る
樹

木
の
根
系
の
効
果
は
、
主
に
水
平
根
に
よ
る

ネ
ッ
ト
効
果
と
、
垂
直
根
に
よ
る
杭
効
果
の

２
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
森
林
の
土
壌
は
間
隙
に
富
む

ほ
か
、
落
ち
葉
な
ど
が
地
面
を
覆
う
こ
と
で

雨
水
が
地
中
へ
と
浸
透
す
る
機
会
を
増
や
し

（
浸
透
能
の
増
加
）、
土
壌
の
侵
食
・
流
出
を

防
ぐ
機
能
が
あ
り
ま
す
。

森
林
の
崩
壊
防
止
機
能
の
限
界

多
く
の
研
究
に
よ
り
、
森
林
が
崩
壊
防
止

効
果
を
持
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

そ
の
効
果
は
主
に
樹
木
の
根
系
に
よ
り

発
揮
さ
れ
ま
す
が
、
根
系
は
多
く
の
場
合
、

深
さ
１
〜
２
ｍ
程
度
の
表
層
土
ま
で
発
達

す
る
も
の
の
、
よ
り
深
い
岩
盤
に
は
届
か
な

い
の
で
、「
深
層
崩
壊
」
に
対
し
て
は
そ
の

効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
近
年
の
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、

短
時
間
強
雨
の
発
生
頻
度
が
増
加
し
て
き
て

い
る
ほ
か
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
が
頻
発
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
集
中
豪
雨
や
大
雨
が
長
期
間
継
続
す
る

な
ど
森
林
土
壌
の
浸
透
能
を
大
き
く
超
過
す

る
場
合
で
は
根
系
を
含
む
表
土
層
や
、
そ
れ

　樹木の下に垂直方向に伸びる根が深い部分の
堅い岩盤の隙間に繋がることで、杭のように樹
木を固定します。崩壊が発生しそうになったと
きに抵抗力となって土砂の動きを抑制します。

垂直根による杭効果

　地表に沿って水平方向に伸びる根がネット状
に広がり、隣り合う樹木の根同士が互いに絡み
合うことで土砂の動きを抑える効果があると考
えられています。

水平根によるネット効果

規模

崩壊の深さ

崩壊した土質

地質

森林の影響

深層崩壊

大規模

深い

基盤

地質、地質構造
との関連が大きい

ない

表層崩壊

小規模

浅い

表層土

地質との関連
が少ない

ある

斜面を動かそうとする力斜面を動かそうとする力

根の抵抗力根の抵抗力
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針葉樹（スギ）

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

表
層
崩
壊
防
止
機
能
の
高
い
森
林
と
は
、

健
全
な
生
育
に
よ
り
根
系
が
深
く
広
く
発
達

し
て
い
る
森
林
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
時
間
の
経
過
や
施
業
に
よ
り

変
化
す
る
森
林
の
変
化
を
予
測
し
な
が
ら
、

適
切
な
森
林
の
整
備
や
保
全
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

ネ
ッ
ト
効
果
や
杭
効
果
は
徐
々
に
失
わ
れ
ま

す
（
グ
ラ
フ
の
「
伐
採
木
」）。

　

他
方
で
、
伐
採
後
に
苗
木
を
植
栽
す
れ
ば
、

成
長
と
と
も
に
崩
壊
防
止
機
能
は
増
加
し
て

い
き
ま
す
（
グ
ラ
フ
の
「
新
植
木
」）。

　

こ
の
た
め
伐
採
後
に
は
、
適
切
な
再
造
林

を
行
い
樹
木
の
成
長
を
促
進
さ
せ
、
機
能
が

低
下
す
る
期
間
を
で
き
る
だ
け
短
く
し
、
根

系
を
速
や
か
に
伸
長
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
（
グ
ラ
フ
の
「
伐
採
木
＋
新
植
木
」）。

よ
り
も
や
や
深
い
層
が
崩
れ
落
ち
る
よ
う
な

崩
壊
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
よ

う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
防
災
上
の
観
点
か

ら
森
林
の
存
在
は
、
崩
壊
や
洪
水
等
の
発
生

に
至
る
ま
で
の
時
間
を
遅
ら
せ
、
住
民
が
避

難
す
る
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り

ま
す
。

　

森
林
の
崩
壊
防
止
機
能
に
は
限
界
が
あ
る

も
の
の
、
森
林
に
よ
る
保
水
機
能
な
ど
そ
の

他
の
機
能
も
相
ま
っ
て
森
林
に
よ
る
防
災
機

能
は
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
実
情
も
踏

ま
え
た
ソ
フ
ト
対
策
と
も
連
携
し
た
防
災
対

策
が
重
要
で
す
。

間
伐
し
た
森
林
は
倒
れ
に
く
い

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
間
伐
す
る
こ
と
に
よ

り
残
っ
た
樹
木
の
根
が
よ
り
太
く
広
く
、
強
い

根
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
に
つ
な
が
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
間
伐
後
、
一
定

期
間
経
過
し
た
森
林
は
倒
れ
に
く
く
、
崩
壊

防
止
機
能
も
高
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

森
林
の
崩
壊
防
止
機
能
の
注
意
点

と
機
能
を
高
め
る
森
林
施
業

崩
壊
防
止
機
能
の
観
点
か
ら
、
森
林
を

伐
採
す
る
と
一
時
的
に
崩
壊
防
止
機
能
が

低
下
し
ま
す
。
こ
の
た
め
皆
伐
後
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
伐
採
さ
れ
た
樹
木
の
根
系

は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
腐
朽
す
る
た
め
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
森
林
の
根
系
が
持
つ
表
層
崩
壊
防
止
機
能
」

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/suigen/suigen/attach/pdf/
index-22.pdf

森
林
が
持
つ
表
層
崩
壊
防
止
機
能
を
高
め
る

た
め
の
森
林
施
業
の
計
画
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
案
）

第
Ⅰ
編
表
層
崩
壊
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
樹
木
根
系

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/suigen/suigen/attach/pdf
/index-25.pdf

第
Ⅱ
編
森
林
施
業
の
計
画
と
崩
壊
防
止
機
能

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/suigen/suigen/attach/pdf
/index-26.pdf

機
能
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
の
内

容
を
整
理
・
提
示
す
る
と
と
も
に
、
早
生
樹

等
の
活
用
な
ど
最
新
の
造
林
技
術
の
導
入
も

視
野
に
入
れ
、
表
層
崩
壊
防
止
機
能
に
着
目

し
た
森
林
整
備
手
法
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）

と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
一
般
の

方
向
け
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
森
林
の
根
系
が
持

つ
表
層
崩
壊
防
止
機
能
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
左

記
の
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
関
心
の
あ
る

方
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

林
野
庁
で
は
、
表
層
崩
壊
防
止
機
能
の
発

揮
が
求
め
ら
れ
る
森
林
の
取
り
扱
い
を
検
討

す
る
際
の
参
考
資
料
と
す
る
た
め
、
令
和
４

年
度
に
、
樹
木
根
系
に
よ
る
表
層
崩
壊
防
止

成長とともに
防止機能が高まっていく

新植・更新をしない場合

適切な施業をしないと、
防止機能の上昇が小さくなる
こともある

林齢

強
さ
の
指
数
（
崩
壊
防
止
機
能
） 防止機能が

低下する期間

植栽後１０年

植栽後３０年
その後も抵抗力は増していく

伐採直後
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旧
青
森
営
林
局
庁
舎
は
、
明
治
41
年
に
竣

工
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
木
造
二
階
建

て
建
築
物
で
、
構
造
材
か
ら
造
作
材
、
外
壁

に
至
る
ま
で
青
森
県
産
の
ヒ
バ
材
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
41
年
か
ら
昭
和
54
年
ま
で
約
70
年
間
、

青
森
大
林
区
署
、
青
森
営
林
局
と
し
て
使
用

さ
れ
、
現
在
は
青
森
市
森
林
博
物
館
と
し
て

一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
徴
と
し
て
先
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
建

物
自
体
の
歴
史
的
価
値
で
す
。
設
計
者
は
、

現
在
の
東
京
大
学
で
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド

ル
（
鹿
鳴
館
な
ど
を
設
計
）
に
学
ん
だ
文
部

技
師
、
久
留
正
道
氏
で
、
同
氏
が
設
計
し
た

建
築
物
の
多
く
が
、国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
更
な
る
特
徴
と
し
て
、
明
治
末
期
の

国
内
最
大
規
模
の
林
業
拠
点
で
あ
っ
た
沖
館

地
区
に
建
築
さ
れ
た
立
地
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

日本の林業遺産を知ろう！
日本森林学会による

九州森林管理局　鹿児島森林管理署　香月英伸

日本森林学会による

旧青森営林局庁舎（現青森市森林博物館）

大正期の庁舎
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写
真
提
供
：
青
森
市
教
育
委
員
会
所
蔵

青
森
駅
に
隣
接
す
る
海
岸
部
に
設
置
さ
れ
た

青
森
貯
木
場
の
あ
る
沖
館
地
区
は
、
青
森
ヒ

バ
な
ど
の
木
材
や
当
時
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
っ
た
木
炭
の
流
通
の
た
め
の
港
湾
・
官

船
や
国
鉄
駅
の
専
用
側
線
、
森
林
鉄
道
、
官

営
製
材
所
が
整
備
さ
れ
、
当
時
最
先
端
の
林

業
拠
点
で
し
た
。

　

国
鉄
東
北
本
線
が
青
森
駅
ま
で
開
通
し
た

明
治
24
年
頃
の
当
時
、
青
森
ヒ
バ
は
東
京
市

場
で
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
青
森

大
林
区
署
は
、
初
期
に
は
「
青
森
桧
」
と
通
称

す
る
な
ど
、
売
り
込
み
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、

明
治
37
年
に
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
木

材
需
要
が
旺
盛
と
な
り
、
東
京
市
場
で
青
森

ヒ
バ
の
取
り
扱
い
が
増
大
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
明
治
38
年
に
は
青
森
駅
の
西
側
に
隣

接
す
る
地
に
、
青
森
貯
木
場
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
淡
水
・
塩
水
の
２
つ
の
水
中
貯

木
場
、
合
計
３
・
５
ha
を
擁
す
る
総
面
積
13
・

５
ha
、
貯
木
能
力
64
千
㎥
の
、
当
時
国
内
最

大
規
模
の
貯
木
場
で
し
た
。
ま
た
貯
木
場
に

隣
接
し
て
、
我
が
国
初
の
官
営
製
材
所
で
あ

る
青
森
製
材
所
が
、
当
時
東
洋
一
と
称
さ
れ
る

規
模
で
、
明
治
39
年
に
創
業
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
軽
半
島
や
下
北
半
島
の
沿
岸
部
か
ら
青

森
貯
木
場
や
官
営
青
森
製
材
所
に
ヒ
バ
を
輸

送
す
る
手
段
と
し
て
、
海
上
輸
送
が
行
わ
れ
、

貯
木
場
北
側
の
沖
館
海
岸
へ
官
船
「
み
ち
の

く
丸
」、「
浩
山
丸
」
が
運
航
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
、
青
森
貯
木
場
を
起
点
と
し
て
、
我
が

国
初
の
森
林
鉄
道
と
な
る
津
軽
森
林
鉄
道
の

敷
設
が
計
画
さ
れ
、
明
治
42
年
に
本
線
67
㎞

が
開
通
し
ま
し
た
。
後
に
支
線
・
分
線
を
含

め
た
総
延
長
は
２
８
３
㎞
と
な
り
、
我
が
国

の
森
林
鉄
道
の
中
で
最
長
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
平
成
29
年
度
の
林
業
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

第１展示室

森林博物館の模型

特別室(旧局長室)

国
内
最
大
の
林
業
拠
点
、

沖
館
地
区

１
０
０
万
ha
を
管
理
経
営
す
る
中
核
的
な
機

関
で
あ
り
、
初
代
及
び
２
代
目
の
庁
舎
は
青
森

市
街
地
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
沖
館
地
区

が
林
業
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
に

つ
れ
、
そ
の
監
督
の
た
め
、
３
代
目
と
な
る

本
庁
舎
が
青
森
貯
木
場
内
に
建
築
さ
れ
ま
し

た
。
官
営
青
森
製
材
所
と
津
軽
森
林
鉄
道
は
、

青
森
大
林
区
署
が
直
轄
す
る
な
ど
、
本
庁
舎

は
、
沖
館
地
区
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
し
た
。

　

大
正
13
年
に
青
森
大
林
区
署
は
、
青
森
営

林
局
に
改
称
。
戦
時
中
は
、
門
扉
や
飾
柵
等

の
金
属
製
品
が
供
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

20
年
７
月
28
日
の
青
森
大
空
襲
の
際
は
焼
失

を
免
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
52
年
に
公
開

さ
れ
た
映
画
「
八
甲
田
山
」
で
は
、
撮
影
に

使
わ
れ
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、
70
年
以
上
が

経
過
し
、
老
朽
化
と
と
も
に
庁
舎
と
し
て
手

狭
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
54
年
、
青
森

営
林
局
は
４
代
目
と
な
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
新
庁
舎
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
本
庁
舎
は
、
青
森
市
に
譲
渡
さ
れ
、

昭
和
57
年
に
青
森
市
森
林
博
物
館
と
し
て
開

館
し
て
い
ま
す
。
１
階
、
２
階
の
６
つ
の
展

示
室
の
ほ
か
、
特
別
室
と
し
て
青
森
営
林
局

長
室
が
復
元
展
示
さ
れ
、
屋
外
に
は
、
津
軽

森
林
鉄
道
の
幹
部
視
察
用
客
車
、
運
材
台
車

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
森
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
、
足
を
お

運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

青
森
大
林
区
署
は
、
青
森
県
・
岩
手
県
・

宮
城
県
の
３
県
に
位
置
す
る
広
大
な
国
有
林

青
森
大
林
区
署

森林博物館外観
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バ
イ
オ
マ
ス
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

（
株
）（
三
重
県
松
阪
市
、１
９
９
０
kW
）は
、

（
株
）
玉
木
材
（
奈
良
県
五
條
市
）
を
グ
ル
ー

プ
に
迎
え
、
京
阪
奈
地
区
お
よ
び
三
重
地
区

に
お
い
て
、
都
市
部
の
工
務
店
、
製
材
工
場
、

種
苗
・
素
材
生
産
事
業
者
が
相
互
に
事
業
連

携
し
て
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
「
地
方

創
生
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
林
業
」
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

Forest

」
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
化
し
ま
す
（
図

２
）。
原
木
の
最
適
な
木
取
り
を
事
前
に
検

討
す
る
こ
と
で
立
木
の
価
値
を
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

実
証
内
容

２
、
素
材
生
産

　

レ
ー
ザ
ー
計
測
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
、
立

木
及
び
微
地
形
の
デ
ー
タ
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
で
判

読
す
る
（
図
３
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
率
的

な
架
線
の
索
張
り
方
法
を
設
計
し
、
素
材
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
を
目
指
し
ま
す
。

３
、
流
通

　

素
材
販
売
の
約
９
割
は
原
木
市
場
に
依
存

し
て
お
り
、
独
自
の
販
路
開
拓
と
収
益
源
の

１
、
森
林
資
源
調
査

バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
型
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
等

を
使
用
し
た
レ
ー
ザ
ー
計
測
（
図
１
）
に
よ

り
、
現
地
の
詳
細
な
等
高
線
デ
ー
タ
・
立
木

情
報
・
径
・
材
長
・
曲
が
り
等
の
情
報
を
取

得
し
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
ソ
フ
ト
「D

igital 

　
林
野
庁
で
は
、
令
和
４
年
度
予
算
で
「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
林
業
経
営
育
成
対
策
と
し
て
、

経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
奈
良
県
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

図１　バックパック型３Ｄレーザスキャナ

図２　毎木の詳細なデータ化

シリーズ
新しい林業

「
新
し
い
地
方
創
生
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
林
業
」

へ
の
挑
戦　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
県
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実
証
結
果

１
、
森
林
資
源
調
査

　

レ
ー
ザ
ー
計
測
に
よ
る
測
量
は
、
１
日
で

広
範
囲
の
測
量
が
で
き
、
径
・
樹
高
・
材
積
等

を
一
覧
表
示
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
架
線
集
材
の
計
画
検
討
に

有
効
で
し
た
。
一
方
で
、
徒
歩
計
測
の
た
め

肉
体
的
負
担
が
大
き
い
こ
と
、
ま
た
自
社
で

の
デ
ー
タ
解
析
の
際
に
エ
ラ
ー
の
発
生
が
散

見
さ
れ
た
た
め
、
計
測
方
法
の
改
善
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

２
、
素
材
生
産

　

本
実
証
で
は
、
従
来
の
ヘ
リ
集
材
か
ら
皆

伐
・
架
線
系
搬
出
へ
変
更
し
ま
し
た（
図
４
）。

こ
れ
に
よ
り
、
①
素
材
生
産
コ
ス
ト
は
約
半

減
し
、
②
並
材
を
含
め
総
出
材
量
が
増
加
し
、

図３　地形と立木の位置のＧＩＳ判読

図４　架線集材・搬出

図５　製材事業者のニーズと課題の共有

図６　第２回協議会

多
角
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
地
域
の
製
材
工
場
や
工
務
店
と
意
見
交

換
を
実
施
し
、
木
材
流
通
の
実
態
と
需
用
者

ニ
ー
ズ
を
十
分
に
把
握
し
、
理
解
の
促
進
を

図
り
ま
す
。

４
、
再
造
林

　

造
林
予
定
地
は
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
で
の
地
形
判
読

に
基
づ
き
、
災
害
発
生
予
測
等
も
考
慮
し
た

「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
を
行
い
ま
す
。
生
産
性
の
観

点
も
踏
ま
え
て
選
定
し
た
樹
種
に
よ
る
適
地

適
木
を
計
画
し
、
多
様
な
獣
害
対
策
を
行
い

つ
つ
も
低
コ
ス
ト
で
の
成
林
を
目
指
し
ま
す
。

生
産
性
が
向
上
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
架
線

集
材
未
経
験
者
が
大
半
で
あ
っ
た
た
め
、
人

件
費
の
割
合
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

３
、
流
通

　

川
上
、
川
中
、
川
下
の
各
事
業
体
が
必
要

と
し
て
い
る
情
報
の
洗
い
出
し
、
課
題
の
整

理
等
を
行
い
ま
し
た
（
図
５
）。
令
和
５
年
度

は
そ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
素
材
生
産
事
業
者

と
製
材
事
業
者
と
の
直
納
ス
キ
ー
ム
を
作
成
・

実
行
し
、
検
証
し
ま
す
。

４
、
再
造
林

　

獣
害
対
策
の
観
点
か
ら
、「
防
護
ネ
ッ
ト
に

よ
る
対
策
」
を
実
施
す
る
区
画
と
、「
ヘ
キ
サ

チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
単
木
保
護
」
を
実
施
す
る

区
画
を
組
み
合
わ
せ
て
、
獣
害
防
護
と
生
育
条

件
に
適
し
た
樹
種
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
搬

出
時
の
作
業
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
た
。

今
後
の
取
組

　

令
和
５
年
度
は
、
素
材
生
産
に
お
け
る
作

業
効
率
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
再
造
林

に
お
い
て
は
防
護
ネ
ッ
ト
の
施
工
を
工
夫
し

て
獣
害
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
更
な
る

コ
ス
ト
低
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
製

材
事
業
者
へ
の
直
納
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
、

諸
課
題
を
詳
細
に
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　

植
栽
樹
種
の
選
定
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
以

外
に
、
獣
害
を
受
け
づ
ら
い
ア
カ
マ
ツ
、
乾

燥
し
た
当
該
エ
リ
ア
で
も
育
ち
や
す
い
ウ
バ

メ
ガ
シ
、
早
生
樹
の
セ
ン
ダ
ン
を
選
定
し
ま

し
た
。
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皆
さ
ん
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
い
う
国
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
何
千
年
も
の
昔
か
ら

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
人
々

が
行
き
交
い
、
現
在
で
も
建
物
、
伝
統
工
芸
、

人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
往
時
の
東
西
交
流
の

跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
土
の
８
割
が
砂
漠
に
覆
わ
れ
、
非
常
に

乾
燥
し
た
気
候
帯
に
あ
る
同
国
で
は
、
旧
ソ

連
時
代
に
氷
河
を
水
源
と
す
る
河
川
を
利
用

し
た
大
規
模
な
農
地
開
発
に
よ
り
、
土
地
の

塩
害
の
ほ
か
、
無
理
な
灌
漑
で
河
川
の
水
量

が
大
幅
に
減
少
し
た
結
果
、
そ
れ
ら
が
流
入

す
る
ア
ラ
ル
海
が
急
激
に
縮
小
す
る
な
ど
の

環
境
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

写真 　  標高が高い地域の森林

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
国
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で

Uzbekistan
海外・現場最前線
からの便りからの便り

シリーズ

2 写真 　  青の都と呼ばれるサマルカンドの神学校跡1

ウズベキスタン林野庁　森林政策アドバイザー
ＪＩＣＡ専門家 武田祐介

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い
て

　

こ
う
し
た
乾
燥
し
た
環
境
で
最
も
広
い

面
積
を
占
め
る
の
が
、

砂
漠
に
生
え
る
極
め
て

乾
燥
と
塩
分
に
強
い

サ
ク
サ
ウ
ー
ル
な
ど
の
低
木
か
ら
な
る
疎
林

で
す
。
そ
の
ほ
か
東
部
の
山
岳
地
帯
で
は
、

２
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
高
地
に
は
ビ
ャ
ク
シ

ン
属
の
樹
林
が
有
り
ま
す
が
、
樹
高
が
低
く

多
く
は
疎
林
で
す
。
標
高
２
０
０
０
ｍ
以
下

の
山
腹
や
丘
陵
地
に
は
ピ
ス
タ
チ
オ
や
ア
ー

モ
ン
ド
の
木
、
ナ
ラ
、
ニ
レ
、
カ
エ
デ
な
ど

が
生
え
ま
す
が
、
放
牧
や
牧
草
、
薪
炭
材
採

取
に
よ
り
樹
木
の
あ
る
場
所
は
極
め
て
限
ら

れ
、ほ
と
ん
ど
の
地
域
は
草
地
、裸
地
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
か
ら
は
、
大
統
領
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
５
年
間
で
全
国
に
10
億
本

の
木
を
植
え
、
ま
た
乾
燥
が
進
む
ア
ラ
ル
海

地
域
に
お
い
て
２
６
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緑

化
を
行
う
と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
大
々
的

な
植
林
・
緑
化
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
乾
燥
や
塩
害
な
ど
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
森
林

か
ん
が
い
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写真 　 貝殻が散らばる旧アラル海底の植林作業写真 　 ピスタチオ・アーモンド林の調査 34

写真 　 森林科学研究所での桑の接木研修5

厳
し
い
環
境
の
中
で
緑
化
を
成
功
さ
せ
る
の

は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
く
、
植
林
の
成
果
が

実
る
に
は
課
題
も
少
な
く
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

写真 　  ウズベキスタン林野庁での会議6

　
「
森
林
」
と
い
う
言
葉
は
同
じ
で
も
、
砂

漠
に
森
林
が
あ
っ
た
り
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

林
野
庁
地
方
組
織
の
主
な
収
入
源
が
牧
畜
や

養
蜂
、
薬
草
の
販
売
で
あ
る
こ
の
国
で
、
こ

の
国
の
「
森
林
」
の
た
め
に
何
が
必
要
か
を

考
え
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
「
森
林
」

の
た
め
に

　

私
は
令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
１
月
か

ら
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
家
森
林
委
員
会
（
組

織
改
革
に
よ
り
今
年
か
ら
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
環

境
保
護
・
気
候
変
動
省
の
林
野
庁
）
に
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
森
林
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
か
ら
森
林
関
係
で

派
遣
さ
れ
た
専
門
家
は
私
が
初
め
て
な
の

で
、
各
地
に
出
張
し
て
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

森
林
、
森
林
管
理
や
政
策
を
把
握
し
な
が
ら

森
林
政
策
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
日
本
や
他

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
林
野
庁

の
開
催
す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
日
本

の
砂
漠
化
防
止
の
取
り
組
み
な
ど
を
発
表
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
養
蚕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
協
力
し

て
、
蚕
糸
研
究
所
や
森
林
科
学
研
究
所
職
員

等
に
対
し
て
日
本
独
特
の
桑
の
接
木
技
術
の

研
修
を
実
施
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
日
本
の

製
薬
会
社
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
林
野
庁
の
薬

用
植
物
生
産
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
説
明
、
紹

介
す
る
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
の
業
務
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令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
傷
痕
、

　
　

３
年
が
た
っ
た
今
は

令
和
２
年
７
月
３
日
か
ら
７
月
31
日
に
か

け
て
日
本
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
で
は
、
熊
本
県

南
部
地
域
に
お
い
て
も
７
月
３
日
か
ら
４
日

に
か
け
て
線
状
降
水
帯
を
伴
う
記
録
的
な

大
雨
と
な
り
ま
し
た
。
球
磨
川
流
域
を
中
心

に
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
に
よ
る
家
屋
の

浸
水
、
倒
壊
が
多
発
し
、
農
地
や
農
業
用
施
設
、

鉄
道
、
道
路
、
水
道
な
ど
の
生
活
基
盤
に
も

甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
（
写
真
１
）。

九
州
森
林
管
理
局

所在地

区域面積

関係自治体

は
じ
め
に

国有林野事業の取組
特
定
民
有
林
直
轄
治
山
事
業

の
立
ち
上
げ

令
和
２
年
７
月
豪
雨
が
、
同
年
８
月
５
日

に
大
規
模
災
害
復
興
法
の
「
非
常
災
害
」
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
８
月
25
日
に
熊

本
県
知
事
か
ら
農
林
水
産
大
臣
に
対
し
、
被

災
し
た
治
山
施
設
や
林
地
の
復
旧
に
関
す
る

熊本県熊本市西区京町本丁２番７号

４１９万ha
うち森林面積   ２７７万ha うち国有林面積   ５３万ha

８県
（福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県）

写真１　発生直後の芦北町岩本地区

管内概要

福岡県

佐賀県

長崎県

鹿児島県

大島

徳之島

対馬

五島列島

種子島

屋久島

宮﨑県
熊本県

大分県

九州森林管理局●

　九州森林管理局は、九州・沖縄８県に所在する森林の約２割（約
５３万ha）に相当する国有林の管理経営を担っています。
　九州の国有林は、九州中央山地から雲仙、阿蘇、九重、霧島、桜島
といった火山地帯、対馬や五島、屋久島、奄美、南西諸島といった
離島まで、南北約１，２００㎞の広範囲に分布しており、多様な森林
生態系を有しています。
　また、九州は温暖多雨な気候のため、スギやヒノキの生育に恵ま
れており、日田や小国、球磨、飫肥などの歴史的に有名な
林業地が発展してきた地域でもあります。

沖縄県

西表島

く

ま

おぐに お   び

事
業
を
国
の
直
轄
代
行
で
行
う
こ
と
を
求
め

る
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
９
月
１
日
、
芦
北
地
区
の

民
有
林
計
36
カ
所
（
芦
北
町
33
カ
所
、
津
奈

木
町
２
カ
所
、
水
俣
市
１
カ
所
）
の
復
旧
を
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お
わ
り
に

国
の
直
轄
代
行
で
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し

た
こ
と
か
ら
、
10
月
１
日
に
九
州
森
林
管
理

局
は
熊
本
県
芦
北
地
域
振
興
局
内
に
「
芦
北

地
区
特
定
民
有
林
直
轄
治
山
対
策
室
」
を
設

置
し
、
芦
北
地
区
特
定
民
有
直
轄
治
山
施
設

災
害
復
旧
等
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
事
業

期
間
は
令
和
２
年
度
か
ら
５
年
度
、
事
業
費

は
約
31
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

応
急
対
策

地
元
へ
の
情
報
提
供

　

事
業
の
円
滑
な
実
施
に
は
、
住
民
の
方
に

よ
る
事
業
へ
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

九
州
森
林
管
理
局
で
は
工
事
発
注
前
に
住
民

説
明
会
を
開
催
し
、
被
災
地
の
状
況
や
復
旧

工
事
の
内
容
、
発
注
予
定
時
期
、
お
お
よ
そ

の
工
事
期
間
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行

い
ま
し
た（
写
真
３
）。
ま
た
、工
事
着
手
後
は
、

進
捗
状
況
を
定
期
的
に
仮
設
住
宅
の
掲
示
板

に
掲
示
す
る
な
ど
、
被
災
し
た
住
民
の
方
の

生
活
再
建
へ
の
不
安
が
少
し
で
も
軽
減
さ
れ

る
よ
う
取
り
組
み
ま
し
た
（
写
真
４
）。

事
業
の
完
了
ま
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
に
よ
る
技
術
者
不
足
の
中
、
道
路
、
河
川
、

農
地
な
ど
の
他
の
復
旧
事
業
も
同
時
期
に

進
行
し
て
い
た
た
め
、
一
部
で
当
初
の
計
画

ど
お
り
に
工
事
が
進
ま
な
い
な
ど
の
影
響
が

あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
８
月
に
最
後
の

工
事
が
完
成
し
、
９
月
に
は
熊
本
県
へ
引
渡

し
、
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
（
写
真
５
）。

写真２　大型土のうの設置（芦北町椛谷地区）

写真４　仮設住宅の掲示板での情報提供（芦北町） 写真３　住民説明会（津奈木町柳迫地区）

写真５　完成状況（芦北町岩本地区）

九
州
森
林
管
理
局
の
初
動
対
応
に
つ
い
て
は

「
林
野
」
令
和
２
年
11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/kouhou/kouhousitu/jouhou
shi/attach/pdf/0211-3.pdf

　

芦
北
地
区
特
定
民
有
林
直
轄
治
山
施
設
災

害
復
旧
等
事
業
は
、
３
年
間
に
わ
た
る
事
業

と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
９
月
末
を
も
っ
て

「
芦
北
地
区
特
定
民
有
林
直
轄
治
山
対
策
室
」

を
閉
所
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
実
行
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
の
皆
様
、

工
事
関
係
者
の
皆
様
、
関
係
行
政
機
関
の
皆
様

に
は
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

近
年
、
気
候
変
動
に
伴
い
山
地
災
害
が
激
甚

化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
効
率
的
な
治
山

事
業
と
森
林
整
備
の
実
施
を
通
じ
て
、
引
き

続
き
防
災
・
減
災
、
国
土
の
強
靭
化
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

被
災
現
場
に
は
崩
壊
土
砂
や
倒
木
等
が
不

安
定
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
箇
所
が
多
く
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
い
て
は
再
び
被
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
人
家

や
道
路
等
に
近
い
場
所
で
は
、
本
体
工
事
に

着
手
す
る
ま
で
の
間
、
応
急
的
に
土
砂
の
撤

去
や
倒
木
整
理
、
大
型
土
の
う
や
落
石
防
止

網
工
の
設
置
な
ど
の
対
策
を
行
い
ま
し
た

（
写
真
２
）。

き
ょ
う
じ
ん

17 2023.11 No.200 林野

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kouhou/kouhousitu/jouhoushi/attach/pdf/0211-3.pdf


TOPICS

02
１０月７日、秋晴れの下、岸田総理、宮下農林水産大臣らによる林業現場の視察が行われました。
　総理らは、茨城県常陸大宮市にある約６０年生のスギ林で、美和木材協同組合の作業員によるチェーンソーやフェ
ラーバンチャによる立木の伐採作業、プロセッサによる造材作業を見学しました。作業終了後、総理は、チェーンソー
を手に取って重量を確認。プロセッサにも乗車して、操作方法の説明を受け、現場の雰囲気を体感しました。
　その後、同市に所在する宮の郷木材事業協同組合の大規模製材工場を訪れ、伐採されたスギ丸太が製材品に加工さ
れる様子を見学しました。

　今回の視察も踏まえ、１０月１１日に第３回の「花粉症に関する
関係閣僚会議」が開催され、「花粉症対策初期集中対応パッケージ」
が取りまとめられました。
　同パッケージは、本年５月に決定された「花粉症対策の全体像」
に基づき、初期の段階から集中的に実施すべき対応をまとめたも
のです。花粉発生源対策としては、本年度内に、「スギ人工林伐
採重点区域」を設定して、スギ人工林の伐採・植替え等を加速す
るとともに、スギ材の需要拡大、花粉の少ない苗木の生産拡大、
林業の生産性向上及び労働力の確保に取り組むこととしています 。

令和５年１０月７日 栃木県及び茨城県訪問
▶ https://www.kantei.go.jp/jp/101_kishida/
actions/202310/07tochigi_ibaraki.html

首相官邸ＨＰ「総理の一日」

花粉症に関する関係閣僚会議

岸田総理が林業現場を視察

▶ https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/
kafun/index.html 写真：首相官邸ＨＰより
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みどりの

大使
が行く！

2023ミス日本みどりの大使

上村 さや香
かみむら　　　 　  か

み
ど
り
の
大
使
に
な
り
９
ヶ
月

　

小
田
原
市
い
こ
い
の
森
で
開
催
さ
れ
た

「
き
ま
つ
り
」
に
参
加
し
て
、「
森
林
の
探
検
ツ

ア
ー
」
で
森
の
中
を
歩
き
ま
し
た
。
森
林
組
合

の
方
の
案
内
で
、「
ミ
ョ
ウ
ガ
」
や
「
山
椒
」
を

見
つ
け
て
い
き
ま
す
。
初
め
て
見
る
自
然
に
生

え
て
い
る
姿
に
感
動
！  
鼻
を
近
づ
け
て
み
る
と
、

そ
う
め
ん
や
ウ
ナ
ギ
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す

（
笑
）。
食
欲
を
そ
そ
る
爽
や
か
な
香
り
で
す
ね
。

森
の
途
中
で
は
枯
れ
て
い
る
ナ
ラ
の
木
が

あ
り
、
ナ
ラ
枯
れ
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。ナ
ラ
枯
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、

人
の
手
が
必
要
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

伐
採
見
学
で
は
、
20
ｍ
ほ
ど
あ
る
ヒ
ノ
キ

を
伐
採
。
木
が
倒
れ
る
瞬
間
の
大
地
が
揺
れ

る
振
動
は
何
度
聞
い
て
も
本
当
に
神
聖
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

伐
採
を
担
当
し
た
方
に
、
林
業
の
好
き
な

と
こ
ろ
を
尋
ね
ま
し
た
。「
森
の
四
季
が
い
い
。

紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
は
山
の
上
か
ら
眺
め
る
ん
だ
。

小
田
原
で
の
「
き
ま
つ
り
」

そ
れ
が
も
う
絶
景
な
ん
だ
」
と
の
お
話
に
、

素
敵
だ
な
ぁ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
広
場
に
戻
り
、
国
産
木
材
ギ

タ
ー
で
弾
き
語
り
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

「
森
で
愛
ま
し
ょ
う
」
な
ど
を
森
林
の
清
ら

か
な
空
気
の
中
で
歌
い
ま
し
た
♪
す
る
と
、

ず
っ
と
１
番
前
で
聴
い
て
く
れ
て
い
た
小
学

生
の
男
の
子
が
「
す
っ
ご
く
歌
よ
か
っ
た

よ
！
」
と
満
面
の
笑
み
で
話
し
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。
み
ど
り
の
大
切
さ
が
伝
わ
っ
た
の

か
な
と
思
う
と
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
♪

「
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
♪
」
と
ご
挨
拶
す
る

の
も
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
３
回
と
な
り
ま
し

た
。
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使  

上
村
さ
や
香

で
す
。

　

先
日
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
「
い
つ
も
情
報
誌

林
野
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
よ
」
と
お
声
が
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

涙
ぐ
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
こ
の
連
載
で
は
、
私
が
感
じ

た
こ
と
を
素
直
に
、
情
熱
を
持
っ
て
皆
さ
ん

に
文
字
で
お
届
け
す
る
！
こ
と
を
自
分
の

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
新
芽
の
私

で
す
が
、
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
の
情
報
を
お
届

け
で
き
て
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
何
度
も
森
林
に
足
を
運
ば
せ
て

い
た
だ
く
中
で
、
最
近
さ
ら
に
空
気
の
清
ら

か
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
日

も
ま
た
ど
こ
か
の
森
林
で
、
深
呼
吸
し
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

セ
ル
フ
ビ
ル
ド
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

出
来
上
が
っ
た
家
を
見
る
と
「
木
を
使
う
」

量
は
や
は
り
「
建
築
」
が
一
番
大
き
い
と
わ

か
り
ま
す
。
人
の
生
活
と
木
と
の
繋
が
り
を

感
じ
ま
し
た
。

　

千
葉
県
長
柄
町
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ
家
づ
く
り
！
完

成
竣
工
式
が
あ
り
ま
し
た
。「
女
子
の
力
で
、

林
業
と
地
元
を
元
気
に
！
」
と
い
う
目
標
の

も
と
、
４
年
前
か
ら
み
ど
り
の
女
神
の
先
輩

方
も
家
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私

は
今
年
６
月
に
「
雨
ど
い
」
と
「
薪
ス
ト
ー

ブ
の
炉
台
」
の
設
置
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
家
は
木
の
ぬ
く
も
り
に
溢
れ

て
い
て
、
居
心
地
が
抜
群
で
す
。
関
わ
っ
た

全
員
で
感
動
し
ま
し
た
。

あ
ふ
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